
 
JSSGS 

日本スポーツとジェンダー学会 

第 ５ 回 記 念 大 会 

 ７月１日（土） 

 13:00-14:10 講演 「カナダにおける女性スポーツ：ジェンダー・エクイティは達成されたか？」 

             “Women's Sport in Canada: Have We Achieved Gender Equity?”  
演者：Ann Hall（アン・ホール, アルバータ大学名誉教授） 司会：飯田貴子 （帝塚山学院大学）  

14:30-16:45 シンポジウム「ジェンダー視点から検証する日本のスポーツ政策」 
 パネリスト：森川貞夫（日本体育大学）・橋本ヒロ子（十文字学園女子大学）  

コメンテーター：アン・ホール（アルバータ大学名誉教授） 

  18:00-20:00 懇親会 

 ７月２日（日） 

   09:15-10:30 一般発表  
10:30-10:45 休憩 

10:45-12:45 ワークショップⅠ 

             テーマA 「ジェンダーから見た高齢者のフィットネス」 
                 話題提供者：木村みさか（京都府立医科大学）・梅津迪子（聖学院大学） 

コーディネーター：高峰修（明治大学） 

テーマB 「学校体育における公的な性別期待と男女カテゴリーの使用 

－ある高等学校におけるフィールドワークからー」 
話題提供者：井谷惠子（京都教育大学）・片田孫朝日（京都大学大学院） 

コーディネーター：宮本乙女（お茶の水女子大学付属中学校） 

12:45-13:45 昼食・休憩 

13:45-15:45 ワークショップⅡ 

             テーマC 「学術とジェンダー：体育学・スポーツ科学の場合」 
                 話題提供者：丹羽劭昭（奈良女子大学名誉教授）・稲葉佳奈子（筑波大学）  

コーディネーター：佐野信子（立教大学） 

テーマD 「ライフストーリーから見える選手と指導者のジェンダー構造」（仮題） 
話題提供者：比護（藤村）信子（京都府立南丹高等学校） 

コーディネーター：熊安貴美江（大阪女子大学） 

（15：50～17：10 総会） 

開催日：2006年7月1日（土）13:00～7月2日（日）17：00 

会  場：（財）京都市国際交流会館（イベントホールほか）  
京都市左京区粟田口鳥居町2番地の1  http://www.kcif.or.jp/ 
交通：JR京都駅から地下鉄烏丸線「烏丸御池」駅乗換え東西線「蹴上」駅下車 徒歩6分 

  （他の路線については、会場HPをご参照ください。） 

参加費：2日参加：4,000円（学生2,000円）、1日参加：2,000円（学生1,000円） 
 ※JSSGS会員は6月1日までの早期申込みにより3,500円。いずれも懇親会費（3,000円）は別途必要

URL   http://www.jssgs.org 
E-mail info@jssgs.org 

お問合せ：日本スポーツとジェンダー学会 第５回記念大会実行委員会 事務局 

〒470-0393 愛知県豊田市貝津町床立101 
         中京大学体育学部 担当：來田享子 

         Tel&Fax： 0565-46-6568 

後 援（予定）：京都府教育委員会・京都市教育委員会・日本体育協会・京都体育学会 

協 賛（予定）：笹川スポーツ財団・大塚製薬(株) 


